
県民の取組の創造・推進 ≪主な事例≫

◆遊べる・学べる淡海子ども食堂の設置推進
子どもたち一人ひとりが大事にされる居場所

として、ご飯を通じて子どもと地域がつながる
場を作り、さみしさやしんどさを抱える子ども
たちを地域で見守り育てていく。

健やかで持続可能な滋賀の実現

大学の取組 経済界の取組

■立命館大学（ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙｳｨｰｸ、HESDﾌｫｰﾗﾑ
H29.10）
■滋賀県立大学（近江地域学会研究交流会
基調講演 H29.9）
■滋賀大学（ｷｬﾝﾊﾟｽSDGs講演会 H29.12）
■キャンパスＳＤＧｓ滋賀ワークショップ・シン
ポジウム（H29.12）

■シンポジウム、講演、セミナー
高島経済会（SDGs基調講演 H30.1）
■政策提言
滋賀経済同友会（H29.3）

■県内企業におけるSDGs宣言

■近江八幡市（SDGs推進本部設置 H29.4
地域創造ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 H29.8）

■大津市（SDGs推進会議設置 H29.7）
■草津市（みらいKIDSにぎわい交流事業 H29.8）
■米原市（米原市環境フォーラム2017 H29.11）
■高島市（ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙ高島ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 H29.12）

ＮＰＯ等の取組

■シンポジウム、講演、セミナー
滋賀グリーン購入ネットワーク（H29.6）
びわ湖環境ビジネスメッセ2017
（H29.10）
いま｢協同｣がつくる全国集会（H29.10）
■（仮称）琵琶湖と共生する滋賀の農林
水産業推進協議会

市町の取組

推進体制－プラットフォームの設置運営
(平成30年度から）

➢各分野の実践者がつながる産学官金民による場づく
りを行うとともに、交流を通じて、情報を共有し、地域の
課題の解決に向けた連携協働した新たな取組を創出。

ＳＤＧｓの理念につながる
滋賀の根底に流れる考えや行動

●近江商人の「三方よし」の精神
●糸賀一雄氏の「この子らを世の光に」という
思想に貫かれた福祉の実践

●せっけん運動など住民の自発的な活動

県内各分野におけるＳＤＧｓに関連した取組

持続可能な開発目標（SDGs）に関する取組について

平成30年度の主な取組(案)

◆滋賀の未来戦略推進
次期基本構想の策定を行うとともに、政策づくりに意欲のある県民と一緒に新しい政策の芽出しとその実現につなげていく。

ＳＤＧｓの視点を活用した『滋賀県基本構想』(2019－2030)の策定

基本構想に基づく施策・事業の推進
多様な主体の取組の創出・展開

≪県としての取組方針≫
・世界共通の目標であるSDGsに掲げられている経済
成長と環境保全が両立し、誰一人取り残さない持続
可能な共生社会の実現を目指す。
・そのため、これまでの取組をSDGsの視点から見つ
めなおし、施策のブラッシュアップや新たな施策の
創造につなげる。
・SDGsを普及し、県民主体の取組を促進するととも
に、滋賀の持つ強みを生かし伸ばしていくことで、
持続可能な開発に向けたモデルを創出していく。

滋賀の取組モデルの国内外への発信・展開
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◆新たな水質管理手法の確立（水質評価指標としてのTOC等
導入に向けた調査研究）

水質評価指標としてのTOC(全有機炭素）等の導入に向けた
研究・検討を進め、生態系保全も視野に入れた新たな水質管
理手法の確立を目指す。

県の取組

■シンポジウム「サステナブル滋賀×SDGs」
（H29.6）
■「キャンパスSDGs滋賀ワークショップ・シン
ポジウム」（H29.12）
■「関西SDGsプラットフォーム」設立総会・シン
ポジウム参画（H29.12）
■広報誌「滋賀プラスワン」SDGs特集（H30.1）

◆誰もが文化芸術に親しめる環境づくり
（障害者アクセシビリティ普及促進）
障害のある人を対象とした芸術鑑賞会の開催や芸術を鑑

賞する機会の拡充に向けた研修会などを通して、誰もが芸
術に親しむことができる環境整備を進める。

◆農業と福祉の連携
（農福連携推進）

農業分野における障害者雇用の推進を図るため、農業者
と福祉事業所のマッチングを図り、研修会等による普及啓発
を実施する。

◆県内大学SDGs普及促進支援
県内大学生のSDGsに対する認知度の向上を図るため、県内大

学・短期大学の学生が主体となって取り組むSDGsの普及促進に
向けた事業

◆民活による琵琶湖の魅力向上
（みどりとみずべの将来ビジョン作成）
琵琶湖辺において保全・利用・活用するエリアを区分し、

湖岸緑地等において、Park-PFI（公募型設置管理制度）の
活用により地域の賑わい創出を図る。

◆SDGsを活用した持続可能な滋賀づくり推進
SDGsを活用して地域の課題を考えるワークショップを開

催するとともに、各分野の実践者が集い交流する場を設け
るなど、プラットフォームづくりにつなげていく。

◆(仮称)「滋賀SDGs×イノベーションハブ」推進
県、経済界、金融機関等で、滋賀の社会的課題を解決し、その解決モデルをビジネス化する。
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